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大学生のキャリア形成に社会的責任概念を導入した
「消費者教育」の展開
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要 　　　約

本研究の目的は，学生のキャリア形成が消費者教育とどのようにかかわるのか，を探究することで
ある．この探究においては，医療職をめざす学生のキャリアに焦点を当て，キャリア形成と消費者教

育を結ぶ概念が，「企業の社会的責任（���：��������� ������ ��������������）」という基礎概念に
求められ，その応用概念が「病院の社会的責任（���：�������� ������ ��������������）」であるこ
とを論じる．そして，学生のキャリア形成にかかわる職業選択には，「社会的責任」が重要な媒介概念
であることを論証するものである．そのことによって消費者教育に教授項目として社会的責任を取り
入れる意味・意義が明らかになる．すなわち，「キャリア形成と消費者教育の統合化」による消費者教
育の展開を可能にするのである．
そこで，学生の現状を求めた基礎データを収集するためにアンケート調査を実施した．調査内容は，

��消費者教育の受講経験，��職業選択の条件について，の �点である．これらの得られた結果に基づ
き，「消費者教育とキャリア形成にかかわる ���」を教授項目として導入することの必要性について

実証した．
以下は，考察によって導き出された 点である．

�）「よりよく生きるための消費者」としての生活基盤をつくる前提で，学生は「自立した消費者」と
してのキャリア形成を企図する必要がある．すなわち，学生のキャリアを考える場合，まず「個
の視点」から捉えることが重要になる．

�） その上で，人生の節目となる職業選択の意思決定の際に，���の応用概念である ���を十分に
認識する必要がある．


） つまり，キャリアに対する問題意識をもち，生涯を通じた働き方や生き方を踏まえることによっ
て，主体的で自立的なキャリア形成へと接近できる．

） したがって，キャリア形成にかかわる ���を教授項目として消費者教育に取り入れることの意
義は非常に大きい．

今後の課題は，以上のことを踏まえて，「キャリア・デベロップメント消費者教育プログラム
（�����：������ �� ����!��� ����"!�� �#"������ ���$��!）」を構築することである．

緒 論

若年層による高い失業率や離職率などで，若年無

業者の増加が深刻化している．この社会的問題につ
いてわが国では，『「実践的総合キャリア教育」推進
プログラム』（文部科学省�		�年）という若年者の
雇用問題に対する施策が示された．このプログラム
は，インターンシップ等のキャリア教育を通じて，
学生の高い職業意識・能力を育成することをねらい

としている．「学生のキャリア形成」にかかわる支援
体制は，今後さらにその機会や内容の充実が求めら

れるだろう．このような社会的背景を受けて，「キャ
リア形成」はより一層注目されるようになってきた．
特に，心理学や社会学，経営学などからのアプロー
チ ���が積極的に展開されている．こうした学問的
探究の中に「消費者教育」���という分野がある．
消費者教育に焦点を当てた研究の中核をなす「日

本消費者教育学会」（�%&�年設立）では，�		年内
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閣府国民生活局に対して「消費者基本計画（消費者
教育）に関する提言（意見書）」��を提出した．近年，
消費者被害数の急増で，消費者の基本的な消費生活
知識やスキル，すなわち「消費者力」が強く求めら

れており，この消費者力を養うための育成がこれま
で以上に要求されている．言い換えれば，消費者教
育への社会的ニーズが強調されているといえよう．
こうした社会的な要求を受け，当学会は，消費者
教育の現状を把握（意見書では �つを明示）した上
で，&つの課題��を示した．その中の一つが「消費
者教育の必修化と消費者教育プログラムの開発」で
ある．これは，中高等教育にキャリア形成や市民育
成を視野に入れた「消費者教育」科目の必修化，ま

た大学教育や教育系専門職大学院における消費者教
育関連科目の開設を促すことにある．さらに「新消
費者教育 ' ( )」��では，「消費者教育はキャリア
教育（形成）とどのようにかかわるのか（'�*）」と
いう新しい課題が追加された．消費者教育のこのよ
うな展開は，若年層に対するキャリア形成に対して，
教育研究の発展の必要性を示唆するものといえる．
では，キャリア形成とは何なのか．組織行動学者
のホール（��"$��� +．����）���によれば，キャリ

ア形成とは，職業に関する明確な問題意識と目標を
持つことであり，仕事や余暇などの生活を個人が主
体的に自己のライフスタイルとして描くことであ
る．また，個人は，家族関係・仕事の環境を中心と
した生涯を「キャリア意思決定」を継続しながら個
人の生き方を表現していくこと，と捉えている．そ
こで，雇用促進事業団職業研究所の『職業読本』��で
は，キャリアを形成するための起点となる職業選択
は，一時的な選択や意思決定に終始せず，「時間的に

は後戻りのきかない『一連の決定（たとえば，自分
の希望職業を表明すること）』の成果が職業選択行
動」となって表れる，とある．ここで，「時間的には
後戻りのきかない一連の決定の成果が職業選択行動
となって表れる」という表現は，キャリア形成を為
すための「起点」としての職業選択の行為，すなわ
ち「起点」と意識する瞬間のキャリア意思決定がい
かに重要であるかが語られている．
本研究で対象とする大学生（以下，学生と略記）

の生涯を考えた場合，その節目となる職業選択は，
人生の主要な課題であり，キャリア形成の起点とな
る重要な一過程である．つまり，学生はキャリア形
成を念頭においた就職活動を意識しておくことが必
要である．この一端を担うのが大学教育であり，そ
の教育は，「キャリア形成にかかわる教育」を通し
て，学生の意識づけを促す機会であり，場であると
考える．

ここで示す筆者らの「キャリア形成にかかわる教
育」とは，学生が職業選択の際に，良好な労働条件
（給与，休日数，福利厚生，知名度など）ばかりを
判断基準とするものではない．倫理や人権尊重，地

域貢献，環境保全などに企業が自主的に取り組むべ
き「企業の社会的責任」（���：��������� ������

��������������）（以下，���と略記）���にも重き
をおいた企業を職業選択の指針とするように教導し
ていく教育をさしている．なぜなら，学生が消費者
の立場で ���を意識して職業選択を行うことは，
学生自身のキャリア形成を為す過程で一貫した行動
指針を与えることに結びつくと考えられるからであ
る．一貫した行動指針が個人に育まれるということ

は，すなわち，「責任」への感受を学ぶことに繋がる
と考えられる．したがって，キャリア形成の起点と
して，学生は職業選択を行うが，その行為には「社
会的責任」とそれに基づく社会的行動が伴うことに
なる．
近年，各業界において ���の取り組みが顕著で

あり，医療機関における���も強く問われ始めた．
このことから，医療職，特に病院事務職をめざす学
生（以下，医療職をめざす学生と記す）を研究・調

査対象とし，学生のキャリア形成に関して，���の
視点から消費者教育の必要性について論述するもの
である．
本研究の展開は，まず，学生の「キャリア形成」と

「消費者教育」を結ぶ媒介概念が社会的責任であるこ
とを述べる．すなわち，「キャリア形成と ���のか
かわり」及び「消費者教育と ���のかかわり」がど
のように関連するのかを探究することで，「キャリ
ア形成は消費者教育とどのようにかかわるのか」に

ついて論証する．次に，医療職をめざす学生が，��

大学入学前に消費者教育（主として安全・契約・情
報・環境・消費の �領域���（以下，�領域と略記）
をどの程度，受講経験してきたのか，また， ��現時
点の職業選択の条件はどのような内容を重視してい
るのか，これらを把握する目的でアンケート調査を
実施した．そして最後に，得られた調査結果から，
「消費者教育」に「社会的責任を重視した病院の選
択」を教授項目として導入するキャリア形成の必要

性を実証する．

「企業の社会的責任」の動向

�．企業の社会的責任：基礎概念としての ���

わが国では，高度経済成長が終盤に差し掛かった
時期から，成長期には発生しなかった公害問題や消
費者問題が顕著となった．このような事象から企業
は，利潤追求だけではなく，企業のあり方を，いわ
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ゆる ���に照らして問うようになり，企業はそれ
に応じた経営行動を取り始めた．���は，�%*	年
代を皮切りに関心事となり，リクルート事件を始め
数々の企業不祥事が発覚したことで，企業に対する

社会や消費者の目が厳しく糾弾され始めたことによ
るものであった．つまり，企業は「『社会の中の企
業』��であるがゆえに，社会のモラル，ルールを遵守
することで社会の繁栄に貢献することができる．」��

のである．このような時にあるからこそ，今日にお
いてもより一層 ���が注目されていることは自明
の理と言えるだろう．
この ���をめぐる議論には，社会的責任肯定論と
社会的責任否定論���のそれぞれの見解がある．本

研究においては「企業の営利目的を否定して，人類
の向上発展あるいは社会の福祉に積極的，自律的に
貢献するという意味での社会的責任を企業の目的追
求におかねばならない」��とする肯定論の見解に基
づいて展開するものである．それは，���につい
て早期から研究を重ねてきた ���（経済開発委員
会）が指摘するように，企業には，�．経済的機能
を効率的に果たすという基本的責任が根底にあるか
らである．そして，�．その機能を果たすに当たっ

ては，変化する社会的価値や優先順位に対して考慮
すべきである． � ．企業は社会環境の積極的改善に
幅広く関与すべく責任を負う．企業の責任は，この
三つで形成されていると考えられる．���は，こ
うした �，�， �を「三つの同心円」��と称した．
そもそも ���の概念は，『ビジネスマンの社会
的責任』（��,��# �．-�,��）において，「ビジネ
スマンの社会的責任は，今日の社会における目標や
価値にとって望ましい方策を追求し，決定を下し，

その一連の活動に従うビジネスマンの義務にあた
る．」	�と記したことから始まった．以降，統一的定
義は定まらないものの，一般的な認識としては，法
律を守り有用な製品・サービスを提供し，税金を納
め，収益を株主に還元するという責任，さらに環境
への配慮，社会活動への配慮，積極的な情報開示，
誠実な顧客対応などと捉えることができる��� 
�．つ
まり企業は，社会，従業員や株主，消費者，地域な
ど ���.�/��#��との関係で起こる社会問題に対処す

ること，また社会ニーズに対しても効果的かつ能率
的に対応する公共責任や社会的義務がある，という
観点に拠っているのである．そして近年では，�		

年頃の企業不祥事が続発したことにより ���への
注目が顕著となった．この広がりは，企業に留まら
ず，医療機関や福祉施設，教育機関などのさまざま
な組織においても問われ始め，強く意識されるよう
になってきた．そして今日，各組織が果たすべき社

会的責任の内容を企業理念や運営理念に定め公開し，
従業員の意識変革を図ることで，���.�/��#��から
の評価を得る時代へと変化している．
�．病院の社会的責任：応用概念としての ���

基礎概念としての ���は，病院（医療機関）組織
に適応する応用概念であると考えることができる．
病院の組織経営の不祥事や医療事故多発の要因は，
まさに社会的責任意識の希薄さ・欠如に起因するも
のと解釈してよいであろう．このような事態が近
年，社会的責任をさらに注目させ，医療機関の社会
的責任のあり方が変化し，その様相が重要視されて
きたのである．いわゆる病院の社会的責任（���：
�������� ������ ��������������）（以下，���と略

記）である．
���は，「コンプライアンスの体制が整ったうえ

で，病院本来の使命である診療あるいは研究の実績
を高めていく．そして，地域医療との連携，公衆衛
生や保険医療への協力，国際活動への参加など，各
病院に可能な独自の社会貢献を行っていく．これら
の活動をステップごとに充実させて整合性を持た
せて総合的に取り組んでいくこと．」���と捉えられ
ている．具体的には，特に病院職員による利用者個

人の医療情報や記録の完備，守秘義務の徹底，患者
ニーズに対応した十分なインフォームドコンセント
等が挙げられる．���の議論が発展することで，今
後，医療機関が社会ニーズに適切に反応するという
意味において ���を果たす姿勢が一層求められる
だろう．
しかし，���が成立する条件は，経営の視点に
立つ病院組織や医療従事者だけに課せられるもの
ではない．そこには，患者自身や地域住民も当事

者意識を持つことが重要となる．これは，個の視
点に立つ「消費者の社会的責任（����"!�� ������

��������������）」である．消費者は，医療機関に対
し，患者満足を求め厳しい目を向ける一方で，消費
者の自己中心的な利益の追求から，社会環境などの
幅広い影響を考慮した購買・消費行動への変革が要
求される．言い換えれば，消費者の視点からみた病
院の社会的責任を無視しては ���は成り立たない
のである．したがって，���の意識は，病院関係者

や患者とその関与者だけに関連する事象ではない．
筆者らは，ここに（���の概念に）医療職をめざす
学生の立場における捉え方ができると考えた．それ
はつまり，学生の場合，二つの「消費者の社会的責
任」の側面で捉えておく必要があるということであ
る．その一つは，「キャリア形成にかかわる���の
観点」であり，もう一つは「消費者教育にかかわる
���の観点」である．言い換えれば，就職前と就職
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後の立場による「消費者としての社会的責任」の発
生である．そこで，この両側面について論究してい
くこととする．

キャリア形成と消費者教育の

媒介概念としての「���」

�．「キャリア形成」にかかわる ���

医療職をめざす学生は，職業選択の際に志望する
病院の社会的責任について情報を得ようとする意識
を持つことが重要であり，これは消費者の社会的責
任の一観点となる．つまり，職業選択の条件として，
労働条件や職場環境などの好条件を主要とするので
はなく，���も選択条件に加えることが必要であ
る．なぜなら，例えば，不祥事などによる病院閉鎖

は，従業員の死活問題にかかわる深刻な事態であり，
人生における大きなリスクとなる．学生にとって人
生の節目といえる最初の職業選択は，自分の生き方
を反映させるものであり，まさしく「キャリア形成」
の一過程である．職業を選択し意思決定する際の最
大限のリスク回避は当然視野に入れておくべき重要
な要素である．
このような観点から，医療職をめざす学生のキャ
リア形成は，自己実現のための目標と人生設計にか

かわるキャリア・デザインの創出において重要であ
る．これは，「人生をいかに，よりよく生きるか」，
という個人の働き方を通しての生き方を追求するこ
とに繋がる．そして，働く環境（組織）は，個人が
自分の生き方を実現するために選択する一環境とし
て捉える必要���があり，ここにキャリア形成の一
過程としての「職業選択」がある．つまり，���を
職業選択の一条件とすることが学生の立場での自己
責任といえる．キャリア形成は，「組織が道案内して
くれる時代が終わりつつあり，個人がキャリアを形

成するという発想が個人の選択と行為のなかに求め
られつつある」���からこそ，キャリア形成を考える
上で職業選択にかかわるリスクの観点を含めるべき
なのである．���を応用概念とする ���は，キャ
リア形成を視座とした職業選択を考える学生にとっ
ての重要な中核概念といえる．
�．「消費者教育」にかかわる ���

学生が職業選択をする際に「消費者の社会的責任」
として捉えるもう一つの観点は，就職前と就職後の

それぞれの立場による ���への認識である．本研
究において対象とする医療職をめざす学生で言えば，
「学生という立場」と「医療従事者という立場」の社
会的責任があり，それぞれの立場における社会的責
任認識への程度に多義性をもつ．就職前の学生に対
する消費者教育は，就職という節目でライフスタイ

ル形成にかかわる意思決定能力を養う機能をもつ．
一方，医療機関に就職後の組織人を想定した消費者
教育は，「職員一人ひとりが社会的責任の意識に目
覚め，日常の医療提供プロセスにおいて ���を十

分意識した行動がなされていることになれば，これ
こそ ���をめざす病院のベースとなる．」���といっ
た職業人としての役割意識を認識させることが大切
になる．
かつて，アンダーソン（0���� 1．)�#�����，0�．）

は，社会的責任に関する研究について「学生たちは，
せいぜいほんの限られた法的・倫理的・道徳的基準
しか知らされていないということもさまざまな研究
からわかっている���．こうした将来のビジネスマン

や意思決定者たちが，企業に関する自分の見解や概
念を主にマスメディアや彼らの教師から得ているの
である．したがって，社会的責任に関する基礎概念
を知り，またそれを教授された従業員や市民の存在
もまた重要かつ不可欠である．」���と，「個の視点」
観から述べた．時代を遡ったこの文献では，すべて
の見解が現代に踏襲されるわけではない．だが，社
会的責任についてあまり知られていない点などは，
現在でも十分評価されるものである．つまり，学生

が社会的責任について学ぶことの必要性を示唆する
と言える．だが実際，わが国において学生に対する
教育的視点に立った情報提供の機会は十分とは言え
ない．金井���は，情報提供について，人生の「節
目をうまくくぐるためには，節目で適切な意思決定
をするためには，（中略），できるだけ役立つ良質な
情報がほしい．」とし，これを �0�（��������� 0��

��� ��,，現実主義的な仕事情報の事前提供）と称
した．また，小木���の「消費者情報は消費のための

『知識』と捉える見方が一般的である．」という指摘
からすれば，学生が職業を選択する際の情報を「知
識」として，また �0�の働きとして，それを「消費
者教育」が有用することは十分可能であると言える
だろう．以上の論点から，医療職をめざす学生の職
業選択にかかわる ���を「消費者教育」に導入し
ていくことは，意味をもつ重要な媒介概念としての
機能性と考えられる．そこで，次章では ���に基
づく教育的観点を探るために，アンケート調査の結

果に基づき考察する．

医療職をめざす学生の「���」に関する現状把握

�調査結果�

�．調査概要

　�．�．調査目的

本調査では，学生が職業選択をする際にどのよう
な要件�	�を重視するのかを調査する．特に，「社会
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的責任」の重視度について現状を把握する．また，
入学前までに就職に関する授業等をどの程度受講し
たかを調べる．特に，大学生の「消費」ないし「消
費者」に関する知識の範囲について把握する．

　�．�．調査対象

��岡山県所在 2大学 医療福祉マネジメント学部
�年生�%人，同学部 �年生�	人． ��同県所在 �大
学 人間生活学部 �年生�		人，�年生��人，
年生
*名，総計
�%人である．なお，調査目的で示した
ように，本調査は主に大学入学前の実態調査を対象
としているため，医療福祉系以外の学生にも調査を
実施した．現状把握を目的とする上では，対象者の
所属学部が異なる点について，特には差し支えない

と判断した．
　�．�．調査時期と方法

調査時期は，�		�年 月� �月の間で実施し，調
査方法は質問紙法によるアンケート調査である．

�．調査結果

　�．�．職業選択の領域

学生が希望する職場を選ぶときに何を基準にして
判断しようとするのか．ここでは，一般的な領域と

して「勤め先」「労働条件」「仕事」�	�に，「社会的責
任」を付加し，領域全
�項目を挙げた．それらの
結果を表 �にまとめた．各項目の平均値の高低をそ
の要件内容の重視程度を表わすものと捉えた．結果
として，領域別平均では「労働条件」は���となり
最も高く，「社会的責任」
���は，「勤め先」や「仕
事」の平均と比較して最も低い．「社会的責任」は，
その内容や範囲が時代とともに変容したこともあっ
て，従来の ���の範囲から新たに拡大された項目

（表 �の（��）�（
	））については，特に平均が低
かった．
したがって，他の項目に比べ社会的責任の項目の
平均が低いということは，消費者教育の中に「職業

表 � 学生が職業選択で重視する項目
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選択の一要件」として社会的責任を取り入れる必要
性がある，ということを意味する．それは，同時に
教授項目としての位置づけでもある．
　�．�．大学入学前の「消費者」に関する受講経験

大学入学前に「消費」や「消費者」に関する内容
を，どの程度受講したのか，については，先述の「消
費者基本計画」に基づいて �領域全	項目を抽出し
た．その結果は，図 �に示したように，領域別では
「安全」�	��，「契約」���&，「情報」����，「環境」���&，
「消費」���で，「消費」領域の割合が最も低いこと
が判明した．

図 � 「消費者」に関する受講領域

また，表 �は，「消費」領域だけの結果を示したも
のである（「消費」以外の領域は紙面上省略）．&項
目のうち，平均値が���	以下は ��� &�であった．結
果としてここで注目しておきたいのは，「 ��企業の社
会的責任に関する内容」である．表 �で示した「職

業選択で重視する条件」で「社会的責任」領域の平
均が低かったことは，���に関する情報や知識が他
の「消費」項目と比較して低い，という結果から示
唆されるものと推察できる．ただし，��は広義的な
聞き方であるため，���の具体的内容についての知
識の有無が特定できない．この点は課題が残る．
したがって，表 �の調査結果が示すとおり，大学
入学前の「消費」や「消費者」に関する教育の受講
経験が他の項目と比べて最も低いということから，

大学において「消費」や「消費者」に関する教育の
重要度を高くする必要性のあることが理解できる．
以上のとおり �点が明らかになった．すなわち，

その第 �点は，職業選択の際の一要件として「社会

的責任」の必要度が確認できたことであり，同時に
消費者教育に取り入れるべき教授項目になりうるこ
とである．第 �点は，図 �および表 �が示したよう
に，「消費」および「消費者」の受講領域とその内容
別受講平均が他の項目と比べて最も低いことから，
積極的に大学において取り入れ教育する必要性があ
ると解せられる．なぜなら，常に生活環境に身を置
く学生は，一人の生活者として物事を「消費」し，
一人の「消費者」として生活をしている．これを総

じて「消費者行動」（����"!�� ��/� ���）というこ
とができ，その行動には常に「責任」が付いてくる
ことになる．一人ひとりは社会や組織の単位として
成り立つ社会的自己であり，社会的責任を果たすこ
とになる．こうした一連の事柄は至極当然のことと
はいえ，この流れを，学生のキャリア形成の起点に
おいて消費者教育の中で教え導き，その上で学生は
学生の時点から消費ないし消費者への認識とその理
解を高めることが可能な教育環境に身を置くことが

求められる．そのようにできるならば，キャリア形
成の教育と消費者教育の結節点は結実することにな
る．学生の時点から消費者教育の中枢的用語である
「消費」および「消費者」という概念を，大学生の
キャリア形成の起点において，教授項目として取り
入れることによって，「キャリア形成と消費者教育
の統合化」の教育が可能となる．

結 論

本研究では，「医療職をめざす学生のキャリア形
成」に焦点を当て，学生はどのような観点に立って，

主体的で自立的な自己のキャリア形成を模索してい
けばよいのか，という問いに対して論究してきた．
その結果は以下の �点による．一つは，学生自身が

表 � 「消費」領域の内容別受講平均
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人生に対する「リスク」という観点から，キャリア
形成にかかわる職業選択の要件として社会的責任が
重要な媒介概念であるということ．もう一つは，学
生がよりよく生きるためのライフスタイル形成に対

し，「消費者の意思決定」という観点から，職業選択
にかかわる社会的責任を消費者教育に取り入れるこ
とは重要な媒介概念としての機能性を有するもので
ある，ということが判明した．
すなわち，キャリア形成について論じる際に，消
費者の観点は欠かすことはできないのである．なぜ
なら消費者にとって，生活の価値を守ることや生活
の質を向上させることは，人間の基礎であり，生活
の基本だからである．したがって，消費者教育を介

して自己のあらゆる場面を想像した人生設計に応用
させていくことは，学生自身のキャリアの基盤を築
くことになる．つまり，学生個人の働き方や生き方
の前提条件としての考え方の基礎づくりとなる．そ
して，基礎となるその土台にかかわるのが，個人の
社会的責任であり，さらには組織人へと成長するた
めの社会的責任の存在である．このような考察から，
筆者らは，キャリア形成と消費者教育は相互的に連
関し，人生の幾つかの節目を向かえる学生にとって

重要な中核概念になると考えた．そのために，消費
者教育は，学生個人の社会的責任や消費者の社会的
責任がキャリア形成に結びつくことを教導し，消費
者力を養う機会を提供するものである．筆者らは，
このことが，冒頭で述べた「社会に 3求 3め 3ら 3れ 3る消費
者教育の役割」であると同時に，「社会に 3求 3め 3る消
費者教育の機能性」であると考えている．
さらに，医療職をめざす学生への具体的キャリア
形成の捉え方として，どのような考え方ができる

のか．このことについて論考してきた．学生個人の
キャリア形成過程である就職前と就職後の ���と
は何であったのか．それは，�．医療職をめざす学
生の職業選択の段階での ���と，�．就職後，医
療従事者となり組織人としての ���である．�は，
学生が自己のキャリアを考えた職業選択をするため
に，���の知識とそれを得ておく必要性を知るこ
とである．自己自身の生涯を模索するには，人生設
計や仕事設計をより現実的に捉えたキャリア形成へ

の認識が必要となる．「キャリア」の概念は，人間の
働き方を通じた生き方を問うような非常に深い意味
を有している．ゆえに，キャリア形成の教育に従事
する側は，主として職業訓練的なスキル向上と職業
選択に対する一時的な意思決定というような従来型
キャリア思考では十分とはいえない．�は，志望し
た医療従事者の立場における ���を理解した行動

とは何かを考え，それを認識しておく必要があると
いうことである．特に，医療職をめざす学生は，早
期から希望職種（医療系）を決めている場合が多い．
したがって，職業への意識づけに留まらず，初期段

階から学生自身が自らのキャリアに対して問題意識
をもち，生涯を通じた生き方（展望）を踏まえるべ
きである．そうすることで，主体的で自立的なキャ
リア形成へと接近できる．
このようなことから，「学生のキャリア形成が消費
者教育とどのようにかかわるのか」とは，人生の節
目で迫られる職業選択の意思決定において，消費者
の生活基盤が揺らぐようなリスクを回避できる判断
力は不可欠である，ということである．職業選択は，

単なる就職するための手段ではなく，生きるための
一通過点である．消費者は，家族や職場，社会とい
う集団の中で生きているため，外的環境に対する一
個人の社会的責任の意識や行動は不可欠なものであ
る．学生にとって社会的責任は，キャリア形成を考
える上で，その置かれる立場を意識するという捉え
方を導き，問題解決や意思決定を踏んでくという意
識を醸成する可能性を提供する．それゆえ，学生に
対する教育実践は，職業選択の際の ���意識を養

うことに繋がるだけではなく，そこには，就職後，
一職員として日常の医療提供の過程における ���

を意識した行動へと指向させる可能性を創り出す．
これは，���をめざす病院の行動指針ともなる．そ
して，この展開可能性は，キャリア形成にかかわる
消費者教育の形成・発展にも寄与するものであるこ
とが予想される．
以上の論証から，キャリア形成にかかわる ���

を教授項目として消費者教育に取り入れることの

意義が見出せたと言えよう．しかし，調査結果か
ら，���重視の程度は低いと出たため，職業選択
の条件にはなりにくい，というものであった．した
がって，教育の中に取り入れるべき一要件なのであ
る．言い換えれば，職業選択の時期を向かえる学生
に対して今後構築しようとしている「教育プログ
ラム」によって，教育の展開をいかに図るべきか，
が判明した課題である．ゆえに，次の課題は，学生
の働き方・生き方にかかわる教育プログラムとして

の，「キャリア・デベロップメント消費者教育プロ
グラム（�����：������ �� ����!��� ����"!��

�#"������ ���$��!）（仮称）」を構築することに
ある．
今後の研究は，本稿を発展的研究の第一段階とし

て，段階を踏まえた上で完成度の高い教育プログラ
ム実現へと展開させていく予定である．
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注

� � ）キャリア研究の第一人者である組織心理学者エドガー・�．シャイン（����� �．�	
��）は，著『������

��������』（����年）において，「キャリア」概念を追究し，個人のキャリアが決まる力学と捉え，個人のライフ

サイクルは仕事との外部関係（外的キャリア）だけではなく，家族との内部関係（内的キャリア）が強く影響（相互作

用）することを提示した．二村敏子・三善勝代訳，エドガー・�．シャイン：キャリア・ダイナミクス．白桃書房，東

京，����．また，経営学者の金井壽宏は，個人の視点から社会の視点を通して，キャリアは生き方，働き方にかかわる

キャリアであり，人生の節目，キャリアの節目であると述べている．金井壽宏：中年力マネジメント．創元社，大阪，

�������，����．

� � ）「消費者教育」とは，消費者が生活の価値を守り，生活の質を向上させるために消費者の自立に要する能力開発を目的

とした教育である．日本消費者教育学会：消費者教育．�，序文，����．

� � ）キャリア意思決定に関する理論について，ダグラス・�．ホール（���� �! �．��  ）は，マッチング・モデルとプロ

セス・モデルの �つに大きく分けられると考えた．ホール自身のキャリア意思決定として，��日々の選択，��サブ・ア

イデンティティの選択， ��適切なキャリア選択に必要なもの， "�人間関係の影響，を示した．渡辺三枝子編著：キャ

リアの心理学．ナカニシヤ出版，京都，�������，����．

� " ）企業の目的を形成する一つの大きな柱となるのが，企業の社会的責任（���#���$� ��	�� ��!#�!�%� �$&：���）で

ある．近年，相次ぐ企業不祥事等を契機として注目が集まったことからも，消費者による企業評価の意識が高まってい

る．つまり，消費者は，製品の安全性，環境への配慮，企業倫理といった点も含めて企業を選別する，という意識の変

化が表れているのである．このような背景によって ���の範囲は大きく変わっていった．その内容とは，法令・社会

的規模の遵守，有用な製品・サービス提供，収益の獲得と納税，株主利益の保護だけではなく，環境配慮，消費者保護，

積極的な情報開示，文化・スポーツ活動への理解と支持，教育・医療の仕事への助力，市民活動の支援なども含まれて

いる．例えば，村松司叙：現代経営学総論．第 �版，中央経済社，東京，���"．また，「環境諸主体（株主，債権者，

労働者，得意先，消費者，地域住民，政治・自治体）の経済的ならびに社会的（非金銭的）欲求を充足するためになさ

なければならい義務あるいは職務」とも認識されている．山城章，森本三男：入門経営学．実教出版，東京，����．

� � ）「消費者教育」に関する質問は，「安全」「契約」「情報」「環境」「消費」の �領域で，各 �つずつ全"�個の質問から成

る．質問内容は，「消費者基本計画（平成�'年 "月）」の別紙に提示されている具体的施策から抽出したものである．

� ( ）「社会的責任否定論」に関してミルトン・フリードマンは，企業の利潤追求が社会および人類の福祉の向上発展とも両

立するのだという主張をした．百瀬恵夫：企業の社会的責任．白桃書房，東京，�(��'，���"．柴川林也：経営学演

習．同文舘，東京，�"���，����．

� ' ）梅田は，「企業の社会的責任」と「企業倫理」の使用頻度について，新聞 �社の調査から分析している．「企業の社会的

責任」は，��'�年代より出始めたが，����年以降は「企業倫理」が代わって使用されるようになった．しかし，����年

からは「企業倫理」に代わって「企業の社会的責任」が再度登場している．つまり，「企業倫理」が背後から「企業の社

会的責任」を支える概念になった，と述べている．梅田徹：企業倫理をどう問うか 　)グローバル化時代の ���)．

日本放送出版協会，東京，����(，���(．

� � ）「職業選択」に関する質問は，職業を選択するうえで条件となる項目を "領域全��個の質問から成る．"領域とは，

「勤め先」「労働条件」「仕事」「社会的責任」である．なお，質問項目の組み立ては，東京商工会議所実施：企業の社会

的責任（���）についてのアンケート調査結果概要．「教育アンケート調査年鑑」編集委員会：教育アンケート調査年

鑑����年版下．創育社，東京，�������"(，����．を参考とした．
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�）経済同友会編訳：企業の社会的責任．鹿島研究所出版会，東京，��'�．

��）安部博人：病院の社会的責任)���からの視点．病院，��（(），"�"�"�'，����．

��）宗方比佐子，渡辺直登：キャリア発達の心理学．川島書店，東京，� � " ，����．

��）金井壽宏：働くひとのためのキャリア・デザイン．/�/研究所，東京，��，����．

��）相田俊夫：事業家の社会貢献から世界水準の地域医療へ．病院，��（(），"(��"'�，����．
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��）����!� 23 2�，百瀬恵夫監訳：企業の社会的責任．白桃書房，東京，��，���"．

�(）金井壽宏：働くひとのためのキャリア・デザイン．/�/研究所，東京，�'���'�，����．

�'）高橋明子，小木紀之：企業における消費者教育（�）．消費者教育，�，������'，����．

��）東京都社会福祉協議会東京都福祉人材センター：福祉の職場で働く)紹介就職者の職業状況に関する調査，教育アン

ケート調査年鑑����年版下．創育社，東京，�����"�，����．
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